
令和４年４月２８日《 寒風台小学校校長室から Ｎｏ．３ 》 

 

４月１８日（月）今朝から部活動が始まりました。

５・６年生の元気な姿が素敵です。朝来ると校庭でサ

ッカー部に挨拶します。それから音楽室に行き、吹奏

楽部に挨拶し、その後、体育館に行ってミニバスケッ

トボール部に挨拶します。それから校庭に出て登校

してくる子どもたちに挨拶します。子どもたちが「校長先生、今日も挨拶してい

るね。」と言っています。前の学校でも正門で毎日挨拶していました。顔も覚え

るし、子どもたちの挨拶も定着してきます。寒小でも毎日挨拶しますよ。整備委

員会の児童が、校庭などのごみ拾いを朝からしてくれています。ありがとう。 

  

４月１９日（火）全国学テがあり、６年生が国語、算数、理科等に挑戦してい

ました。問題を見てみましたが、国語は当然として、算数でも単純な計算問題な

どはなく、問題の文章が長くて読解力がないと、何を問われているかわかりませ

ん。問題文の意図を読み取る読解力の向上が必要です。今日は、１年生が初給食

でした。４時間目に給食指導があり、だいぶ早めに準備に取り掛かりました。先

生方も各クラス２人体制で配膳しました。１年生はとてもワクワクしていて嬉

しそうに給食を食べていました。 

「新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドラインの変更に伴う登校可否基準

について」という文書を配付しました。このガイドラインが４月１２日に公開さ

れ、それに則って出欠席の対応をしていますが、「登校していいのかどうか？」

の問い合わせがままあり、このガイドラインのＨＰ上での閲覧数が４０ぐらい

しかない（お陰様でこの「校長室から」の閲覧数は９００を超えました。）こと

から、寒風台小学校として登校可否基準を簡単にわかりやすく文書にして保護

者の皆様に配付することにしました。先達２小学校を参考にしたので、この種の

文書を出したのは市内３校目であると思います。 

 

４月２０日（水）千葉県の教職たまごプロジェクトは、教職志望の大学生が、

学校現場でお手伝いをしながら教職の仕事を体験する制度です。寒風台小にも

一人大学生が配当されました。これから水曜日にきます。今日は１年生に入り、

来週は２年生に入ります。１日とても疲れたようでしたが、表情は生き生きとし

ていて休み時間も子どもたちと遊んでいました。ブラックな仕事として喧伝さ

れ、教職志望者が少なくなり、小学校教員の倍率も下がっているので、教員の仕

事の良さを体験してもらい、教育実習生やたまごプロジェクトなど未来の先生

を応援していきます。 



 ４月２１日（木）の学校ＨＰでは、通学路の安全についてまとめました。グリ

ーンパークの横を寒小生と６中生が対面で通学しているので、ただでさえ狭い

ところは、より狭くなり、特に坂道のところでは、土砂と落ち葉で歩道がなくな

っていたので落ち葉と泥を取って通行しやすくしました。市教委に連絡したと

ころ道路維持課の方々がすぐに来てくださり、土嚢など置いて土砂が流出しな

いようにしてくれました。白い土嚢には乗らないでくださいね。その他にも児童

の安全のために、地元議員さんが千駄堀のゾーン３０について、市教委のほうで

松戸新田グリーンラインについてこれから進んで行く予定です。 

 

４月２２日（金）前日の午後２時半ごろ地域の挨拶まわりから帰ってくると学

校全体が停電でした。調べてもらうと電気が送られてくる元の機器が老朽化で

壊れていて簡単には直らないとのことでした。臨時休校も市教委から提案され

ましたが、できるだけ授業はつぶしたくないので、発電機を用意してもらい、金

曜日は、４時間授業で給食なしで下校となりました。金曜日は、みんなで発電機

の容量を超えないように節電、節水の意識で生活しました。今回の決定は、学童

や放課後キッズルームと連携を取りながら市教委と相談をして決定いたしまし

た。学童でＰＴＡ会長さんにもお会いできてお話いたしました。前日夜の連絡で

お弁当を全家庭に用意してもらうのは厳しいことと、気温が上がっての食中毒

も怖いので４時間授業が限界でした。停電中なので、メール連絡もスマホから打

ったものです。当初は、月曜日に部品交換の工事と言われていたので、何とか早

く復旧してもらえないかとお願いしていましたが、日曜日に工事が終了し、数々

の点検を経て、月曜日から通常授業になりました。いろいろとそして多方面にお

きまして、ご理解・ご協力ありがとうございました。感謝しております。 


